困ったことへの対処法

Ⅲ-４


	

　子どもが成長するにつれて、活動範囲が広がり、交流関係も広がってきますね。すると保護者としては、今までとは違った形の「困ったなぁ･･･。」と感じる事態に遭遇することも増えてきます。ここでは、子育てに係る様々な問題への対処法について、みなさんで考えましょう。


　エピソードの事例をもとにして、「困った事態に直面した子どもにどう接していけばいいか。」「どう解決していけばいいか。」について話し合いましょう。
ワーク１






小学生３年生のＡさん。保護者から見るととても優しい子ではありますが、少々気が小さくて、自分の思いをはっきりと言いにくいことが気がかりでした。でも、毎日元気に学校へ出かけていく姿をみて、まあ楽しくやっているのだろうと安心していましたが、ある日、「もう学校へ行きたくない。」と泣いて帰ってきました。いくら理由を尋ねても話したがりません。
【 エピソード 】「もう学校へ行きたくない」


泣いているばかりのＡさんの気持ちを
考えてみましょう
保護者としてどんな声かけをしたら、
理由を話してくれるでしょう。








＜Ａさんの理由は次のようなことでした。＞
業間休み、ドッジボールに入れてもらおうと、じっと長い間様子を見守り、やっとのことで勇気を出して「入れて」とお願いしたところ、Ｂさんに「人数が合わなくなるからダメ」と言われてしまったようです。～

●　理由を聞いた保護者の気持ちについて話し合いましょう。


ワーク２


Ａさんの問題を解決するために、どう対応していけば良いでしょう？

[bookmark: _Hlk224065664]●　あなたが保護者ならどうしますか？　　　　　　　　　　●　その後の展開を想像してみましょう。
□Ａさんと話をする。
□その他（　　　　　　　）
□家族で相談する。
□Ｂさんの保護者に連絡する。
□担任の先生へ連絡する。
□周りの保護者に相談する。









ワーク３


●　エピソード以外の事例についても子育てするなかで、どのような困った経験があるか話してみましょう。
また、その時の対応方法について話してみましょう。
	困った経験
	その時の対応方法

	
	

	
	

	
	

	
	



ふりかえり

●　このプログラムを通して、「気付いたこと」や日頃から「やってみようと思ったこと」を書きしょう。
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